
お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n

　
　
ご
案
内

平
成
27
年
度
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
業
務
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
で

は
、
平
成
27
年
度
東
北
地
区
国

立
大
学
法
人
等
職
員
業
務
説
明

会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時

　

３
月
８
日
㊐

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
開
場
午
前
９
時
40
分
）

◆
場
所

　

東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ

ス
講
義
棟
Ａ（
仙
台
市
青
葉
区

川
内
41
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
説
明

〈
１
回
目
〉

　

午
前
10
時
40
分
か
ら
午
前
11

時
20
分
ま
で

〈
２
回
目
〉

　

午
後
２
時
40
分
か
ら
午
後
３

時
20
分
ま
で

※
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

※
各
回
定
員
３
２
０
人（
要
予

　

約
）

②
若
手
職
員
に
よ
る
座
談
会

　

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
２

時
ま
で

※
定
員
３
２
０
人（
要
予
約
）

③
各
国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る

個
別
説
明
会

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
個
別
相
談
会
の
み
参
加
は

予
約
不
要
）

◆
概
要
説
明
・
座
談
会
の
予
約

方
法

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.bureau.tohoku.ac.jp/

shiken/

）か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
に
参
加
票
を
返

送
し
ま
す
の
で
、
印
刷
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
は
２
月
19
日
㊍
ま

　

で
で
す
。

　

な
お
期
間
内
に
定
員
に
達
し

　

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受

　

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
︲
２
１
７
︲
５
６
７
６

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

●人権相談日　３月12日㊍10:00～15:00（母子健康センター）
♨ゆ～ゆ～こまち休業日　毎週水曜日

●役場窓口延長日　毎週水曜日８:30～19:15（年末年始を除く）
●休日窓口開庁日　毎月第３日曜日８:30～17:15

検
察
審
査
会
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

　

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う
、

ま
た
は
窃
盗
、
詐
欺
、
傷
害
な

ど
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
、
そ
の
犯
人
と
目
さ
れ
る
者

（
被
疑
者
）が
処
罰
さ
れ
る
た
め

に
は
、
検
察
官
が
裁
判
所
に
被

疑
者
の
処
罰
を
求
め
る
こ
と

（
起
訴
）が
必
要
で
す
。

　

被
疑
者
を
起
訴
す
る
か
し
な

い
か
は
、
す
べ
て
検
察
官
の
判

断
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
検
察
官
は
ミ
ス
の
な
い
よ

う
に
慎
重
に
判
断
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
万
が
一
、
判
断
を
誤

り
、
間
違
っ
た
判
断
に
よ
り
処

罰
す
べ
き
人
を
不
起
訴（
処
罰

を
求
め
る
こ
と
を
し
な
い
）に

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
被

疑
者
を
裁
判
に
掛
け
る
こ
と
も

で
き
ず
、
検
察
官
の
誤
り
を
是

正
す
る
手
段
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
察
官
が
不
起
訴

に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か（
例
え
ば
、
事
件
の
捜

査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
事

実
の
判
断
を
誤
っ
た
り
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
な
ど
）に
つ
い

て
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の

　毎年恒例の小野城復古会
（小泉哲弥会長）による小野
城址からの初日の出を見る
イベントが行われました。
　元日は、荒天が予想され
ていましたが、初日の出る
直前の茜色の空には雲一つなく、徐々に光が差し込み始めると、
初日の出を見に訪れた方々は、カメラや携帯を手に構え、待望
の瞬間を逃すまいと、一斉にシャッターを切っていました。
　来場された方には、お正月ならではの縁起物「おとそ」が振る
舞われ、新年を祝いました。
　また年越しの午前０時には、皆さんが良い年を迎えられるよ
うにとの願いを込めた花火も打ち上げられました。

新しい年に
復興の願いと祈りを込めて　

小野城址から初日の出を臨む
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